
石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の (古)太鼓門台の東面石垣である。
高さは右端で約2.3m、 全長は天端で約3.3mである。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積である。右 h「・角は割石を用いて積み上げられている。左隅角は
地盤にす り付けである。
石材はやや丸みのある方形で、規模は標準的なものが多い。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・間詰石のヌケが多く見られる。

石
垣
の
変
遷

,生駒期から所在 したと考えられる。

目
地
の
状
況

-629-



史跡高 石 垣 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
＾

亥」 印 41

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ け
離

欠
剥 鰈 崩落

1曜議P
他
等

の
損

そ
焼 篭繊争‖罐 1葵象軍1危

険度
良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石の石段、側面 (堀倒)は布積。後世のもの。

備  考 水門の階段,水面～F弓高さ0.88m 調査年月 日
平成16年12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

。本石垣は桜ノ馬場北部の内堀と中堀をつなぐ通水門へ下る石段である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた端正な石段である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。絵図には描かれていないことから、明治以降に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-631-



史跡 石 垣 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 その他 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 征
小

刻  印 径

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩

落曜議?隆盤 篭穆争‖罐 1髭象軍1危
険度

nl a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.24

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

中央部全て動く
天靖石 1召欠根
間請石のヌケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日

-632-



石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形の北側に続 く東面石垣である。

高さは中央部で約 1.2m、 全長は天端で約2.2mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花開岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられている。

石材は方形で、規模は大小混在する。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

中央部にズレが見られ、間詰石のヌケも多く安定性に欠ける。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に集造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-633-



史

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 旭門 石材 花闘岩

転用石 径
小

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜蒻?
他
等

の
損

そ
焼 塩繊争‖罐 1葵鼻峯1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.92

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

備  考 料金所に接しており、写真撮影不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日

-634-



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の旭門南側台の西面石垣である。
高さは中央部で約 1.4m、 全長は天端で約1.9mで ある。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。石材の

表面には全面にノミ仕上げが見られる。
石材は方形で、規模はやや大ぶ りなものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-635-



史跡高 城跡 石 査

石垣番号 5061 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣都位 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 旭 P弓 石材 花闘岩

転用石 伍
ヽ

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑?

その他
焼損等 篭賜争‖罐 1葵纂軍1危

険度
良好

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0.74

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備 考 料金所に接しており、写真撮影不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日

-636-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の旭門南側台の南面石垣である。
高さは左端で約 1.4m、 全長は天端で約1.7mで ある。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は
地盤にす り付く。石材の表面には全面にノミ仕上げが見られる。
石材は方形で、規模はやや大ぶ りなものでほぼ揃つている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-637-



史跡高松城跡  石 査

石垣番号 地 区 東 ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

―盤 1託繊争‖験握1髭纂軍1危
険度

石垣部位 内 (多聞梧台) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花南岩

転用石 鉦 亥J 臓口 銀
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 朧 崩落

1曜蕩?
良好 n23 r123 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

85.69

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ワレ

聞詰石ヌケ

焼け跡
ヒど多い

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸北部の南面内石垣である。
高さは中央部で約2.4m、 全長は天端で約85。 7mで ある。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は方形で角ぼつたものが多く、規模は大小混在する。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・燒損のある石材や築石のフレ、ヒビが多く見られるが、石垣面は変形がほとんどない。

石
垣
の
変
遷

。東ノ丸築造に伴い集造された石垣である。
・ルー トハンマーによる矢穴が見られる石材があることから、一部改変されていると考えられる。

目
地
の
状
況

-639-



石垣調査

石垣番号 地区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞福 石材 花蘭岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 征
＾

況
　
因

鰍
と
傾

破
　
破

良好 ズ レ欠損 ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩落1曜議?隆盤 葵纂軍1危

険度損
態

破
状鞭勉良好 n2 r123 a3  1   bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

84.41

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間諾石のヌケ
目地
ワレ石
縦目地

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日

-640-



石垣項目別カルテ

。本石垣は東ノ丸北部の北面石垣で旧海面外壁石垣である。
・高さは中央部で約3.2mであるが、下部は埋め立てられており、

端で約84.4mである。
・勾配は85度 とやや急である。

本来はもつと高い石垣である。全長は天

・石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた乱積である。
・石材は方形で角ばつたものが多く、規膜は大小混在する。
・転用石、刻印は見られない。

両隅角とも入隅である。

積
み
方
石
材
等

・焼損のある石材や築石のフレ、ヒビが多く見られるが、石垣面は変形がほとんどない。

。東ノ丸築造に伴い築造された石垣である。
。一部改変されていると考えられる。

石
垣
の
変
遷

いた築造のため
右隅角都近傍の石垣全面

左側石垣の積み

か築造時のもの
石垣中央部の天端から左

方式り1こ 下部 とこ至

目
地
の
状
況

-641-



史跡高松城跡 石垣調査

石垣番号 6003 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ノ リ

上部構造物 艮櫓 石材 花筒岩

転用石 征
小

刻  印 4L

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ|フ レ 欠け
剥離 陥没1崩落1罹議P隆鍵 篭鯵争‖罐 1葵象峯1危

険度
良好 s2   1 r123 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

伊
昂
一

ドヽ
一

Ａ

Ｂ

間結石のスケ
入り角一体で積む

一

〇

　

Ａ

Ｏ

Ａ
豹

Ａ
Ｏ

臣
ヅ
翠
申
，‘ｒ蔚
ザ

備 考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は東ノ丸北東部の艮櫓台の西面石垣で、旧海面外壁石垣である。
高さは右端で約3.4mであるが、下部は埋め立てられてお り、本来はもつと高い石垣である。全長は天端
で約10.6mである。
勾配は82度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。問詰石
が少ない丁寧な積み方である。
石材は方形で角ばつたものが多く、規模は大小混在する。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。東ノ丸築造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-643-



石垣番号 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 御編
ゾ リ

上部構造物 艮櫓 石材 花筒岩

転用石 鶴
小

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 朧

1崩
落

1曜議?
他
等

の
損

そ
焼 篭繊傘‖罐 1莱象写1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10,74

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 『香)|1県埋蔵文化財調査年報 平成6年度』
他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

聞詰石のズレ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸北部の艮櫓台の北面石垣で、旧海面外壁石垣である。
高さは中央部で約3.8mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天
端で約10,7mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。間詰石
が少ない丁寧な積み方である。
石材は方形で角ばつたものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。東ノ丸築造に伴い集造された石垣である。

目
地
の
状
況
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城跡 石垣調査

石垣番号 6005 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ゾ リ

上部構造物 艮櫓 石材 花満岩

転用石 征
＾

刻  印 伍
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 久け
剥離 陥没 崩落碇議?隆鍵 碗争罐

影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

11.74

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 『香川県埋蔵文化財発掘調査年報 平成6年度』 他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

間詰石のヌケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸の艮櫓台の東面石垣で、旧海面外壁石垣である。
高さは中央部で約3.7mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約10.6mで ある。
勾配は81度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。間詰石
が少ない丁寧な積み方である。
石材は方形で角ばったものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

東ノ丸築造に伴い、築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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史 城

石垣番号 6006 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ゾ リ

上部構造物 艮櫓 石材 花闇岩

転用石 銀
（

亥J 印 徹
（

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離

陥 没 崩落 間詰の
ヌケ

他
等

の
損

そ
焼

軽微な
改変

損
態

破
状 期概

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10.84 11.76

築造時期 新郭造築期 改修 基底都 地 山

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』
他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

間詰石のヌケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸北東部の艮櫓台の南面石垣である。
高さは右端で約3.7mであるが、旧海面側の下部は埋め立てられてお り、
全長は天端で約10,8mで ある。
勾配は88度 と急である。

本来はもつと高い石垣である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。問詰石
が少ない丁寧な積み方である。
石材は方形で角ばつたものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つている。他の面に比べ、大石材が多
く用いられている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。東ノ丸築造に伴い、築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石 査

石垣番号 6007 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

癌罹攀竜鯵争‖礫鐙1巽泉軍1危
険度

石垣都位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積 (一部谷積 )

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花南岩、安山岩

転用石 征
小

亥」 印 鉦
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 曜議P

■2 r2 有 a3  1   bl  l   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

56.78 2.32

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

」亨

谷積
モJレタルロ地
中央部下の石劣化

翼
I「

｀` ｀`
HHI苗

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸東部の東面石垣で、埋め立てられた中堀に面する。
高さは中央部で約2.3mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約56.8mである。
勾配は78度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた乱積であるが、一部谷積が見られる。左隅角は切石を用い

て積み上げられている。右隅角は入隅である。
石材は方形でやや丸みのあるものが多く、規模は標準的なものや小ぶ りなものがある。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・石材のフレが見られ、また、焼損を受け劣化 した石材が多く見られる。

石
垣
の
変
遷

東ノ丸築造に伴い築造された石垣である。
全面にわたつて明治以降の改変を受けていると考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積、谷積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 柳儒
上部構造物 石材 花蘭岩、安山岩

転用石 笹
小

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩落曜議?隆鉾 篭鯵争‖罐 1髭象写1危
険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.59 7.12 1 1.53 2.15

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

※石垣分野に伴う後世のもの

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸東部の南面石垣で、門の袖石垣と考えられる。
高さは右端で約2.2m、 全長は天端で約6.6mである。
勾配は87度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積であるが、一部谷積が見られる。両隅角とも切石を用
いて積み上げられている。
石材は方形で角張つたものが多く、規模はやや小ぶ りなものでほぼ揃つているが、一部大石材が見られ

る。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

目地にモルタルを詰めている。

石
垣
の
変
遷

・『 旧高松御城全図』によると同位置に門が描かれてお り、東ノ丸築造に伴い築造された石垣と考えられ

る。
・現在の石垣は明治以降に積み直されたものと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡 石

石垣番号 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

l    
¬

♀́
´

中  甲  T

石垣都位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩、安山岩

転用石 径 麦」 FΠ 4E

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落

1曜蒻?隆盤 損
態

破
状鞭鍛 智 1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾咤

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底部 地 山

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

天端石のズレ

※間詰石のヌケが多い
天端石積み直している

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸東部の西面内石垣である。
高さは中央部で約0.5m、 全長は天端で約55,9mである。
勾配は82度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の野面石や割石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられ
ている。左隅角は入隅である。天端石の積み直しが見られる。
石材は方形でやや丸みのあるものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つているが一部小石材が見られ
る。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・石材のズレが見られるが、概ね良好である。

石
垣
の
変
遷

。東ノ丸築造に伴い築造された石垣 と考えられる。

目
地
の
状
況
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垣調査

石垣番号 6010 地 区 東ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石、切 石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積、谷積 (一部)

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入 御編
上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 径
〔

刻  印 鉦
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 久損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 陥没 1崩落

 1罹蒻P
他
等

の
損

そ
焼 度険危期破

損
態

破
状瞬魃w3 有 a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

179.02 178.51

築造時期 生駒期・新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料
『小神野夜話』『旧高松御城全図』、明治期写
真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A.積み足しライン
B ハラミ
C,谷積
D.モルタル詰め

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は東ノ丸西部の東面石垣で、中堀に面する。
高さは中央部で約2.lm、 全長は天端で約179mで ある。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石や野面石を用いた乱積である。旭橋付近およびその南側一帯の上部
4段は切石の谷積となっている。両隅角とも入隅である。
石材は上部に方形のものが多く、下部は方形でやや丸みのあるものが多い。規模は標準的なものが多い

が、一部大小混在する。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・水際は久損が多く、モルタル詰めによつて補強している。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在 した石垣と考えられるが、東ノ丸築造に伴い、石垣中央部を開削し、中堀が造られてい

る。
中堀部分の石垣は明治以降に埋め立てられている。
石垣上部は明治以降の積み足しである。
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石垣調査

石垣番号 地 区 外曲輪

石
垣
様
式

積み方 野面、切石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積 (左 )、 谷積 (右 )

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花開岩、安山岩

転用石 笙
＾

刻 印 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜誘P
他
等

の
損

そ
焼 咤鯵争1罐 1響 1危

険度
w3 イ了  ‖   a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端角配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期 。明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

天端一石切石でやりかえている
他は野函石、目地モルタル

水際抜けている石がある
右側アール部分全て切石谷積、鉄道に伴うものと思われる

備  考 線路沿いの為測量不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

。本石垣は外曲輪北部の北面石垣で、中堀に面する。
・線路沿いのため、規模・勾配は測定していない。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の野面石を用いた乱積であるが、上部は割石や野面石を用いた谷積も見ら
れる。両隅角とも入隅である。
石材は上部に方形のものが多く、下部は方形でやや丸みのあるものが多い。規模は標準的なものが多い

が、一部大小混在する。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・水際での間詰石のヌケが多く見られる。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在 した石垣と考えられる。
右端の曲線部分は明治以降のものである。
石垣上方は何回かの積み直しが行われていると考えられる。

目舶め位 1置●状況 日 地 |の
1両

4Hl 百材燈 荘 石材 形 状 示 材 潮 粧 日 41の率 4喜 H4

右隅角部近傍の 目地 方=イロII 下 坊 絃 脇井 方形害Ⅲ石 左側・ 下方の
万 材 ι寸 ホ 式 n

切 石 谷 橋 右側・上方部の積み
告イロ‖・ 卜≒ ″ 騎井 方形 切 石 割テ百舌l,繕 直 し

笠石下の 目地 芳 ″ 需共 ★影 切 石 笠石の石材は
お 楽)′ I、 工 n

切 石 布 繕 笠石の積み上げ

下 方 花臨岩 ★影 害‖肩 当 み 割 石 舌I繕

石垣下部の横 目地 上 方 材簡井 方形割石 丸み 下方 の石材 は
やR_Dホ 式 n

害

"百

舌し繕 上方部の積み直し

下 芳 棺 簡 方形 害‖石 詢1み 害ヽ石 苦l,繕

目
地
の
状
況
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基礎調査
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蛎 動 塀 Б � 石垣

要  約

高松城は天正 16年 (1588)イこ生駒親正によつて築城された海城である。生駒氏の後,寛永 19

年 (1642)に松平氏の居城となり,明治維新をむかえている。石垣は野面石の乱積みを主体とす

るが,割石・切石を用いた部分も確認できる。石垣は築城当初に築かれたものが多いと考えられ

るが,正保～寛文期にわたり大部分が修理され,寛文～延宝期に東ノ丸・北ノ丸などの新造が行

われており,概ね生駒期 。松平初期 。新郵造築期の 3時期に大別できる。また,各所に破損石垣

も見られ,その要因は石垣の構造上の問題だけではなく,樹木の影響や被熱などが考えられる。

また,海城であることから,潮の干満作用によつて海水面が移動することが,石垣の背面盛上の

流出を招くことも要因の 1つ と予想される。

史跡高松城跡整備工事報告書

第 2冊

石垣基礎調査報告書
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